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皆
さ
ん
、

こ
ん
に
ち
は
。

今
年
も
あ
と
ひ

い

と
月
ぁ
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

巡
礼

の
話
処

ぃ

を
ヤ

点
に
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
今
年

の

貯

か
わ
ら
族
も
あ
と
ニ
ロ
と
な
り
ま
し
た
。
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党
王
山
ハ
十
ハ
れ
所
霊
場
は
、

半
各
１
キ

岬

ロ
メ
ー
ト

ル
以
内

に
会

て
の
霊
場
が
あ
る

叩

田
回
巡
礼
地

の
日
本
最
小
の

「写
し
」
で
す
。

慨

一
日
で
口
る
こ
と
の
で
き
る
あ
り
が
た

い

岬

「写
し
」
で
す
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さ
て
、

本
家
の
口
回
巡
礼
地
は
、
ご
承
知

押

の
と
お
り
徳
島
、

高
細
、

理
聴
、

香
ｌｉｌ
の
順

帥

に
、

口
口
を
時
計
回
明
に
春
拝
す
る
れ
い
霊

神

場
巡
叫
で
す
。

実
は
、
こ
れ
、

世
恭
的
に
も

叩

珍
し
い
巡
礼
方
式
で
す
。　
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

ロ
ー
マ
、

工
れ
十
レ

岬

Ｌ
、

ヤ
ン
千
ャ
ゴ

（ス
ペ
イ
ン
）
が
三
太
巡

岬

礼
地
と
吉
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
一
叫

直
線
に
安
地
を
訪
ね
る
ネ
で
す
。　

　
　
　
　
岬

西
回
三
十
三
角
所
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報
索
三
十
三
角
所
、

い

株
父
三
十
四
角
所
な
ど
、

他
の
回

抑
巡
礼
で

的
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も
グ
ル
ッ
と
口
る
方
式
の
も
の
は
あ
り
ま

帥

仰屹百（船課陣甲ｐｒ詳〕痒中稗ぁゎせ
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か
わ
ら
族
で
ご
紹
介
し
た
、

石
仏
巡
」―
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ピ
ｔ

七
福
神
巡
叫
の
ほ
か
に
も
、

巨
本
巡
叫
な
ど
応

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
巡
礼
が
あ
り
ま
す
が
、

岬

い
ず
れ
も
回
る
巡
礼
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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し
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口

る

巡

礼
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「
写

岬
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」
で
す
か
ら
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党
二
占
霊
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も
八
十
八
春

粋

は

一
本

の
近
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に
入ヽ

っ
て
く
る
よ
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に
な

榊
一

っ
て
い
ま
す
。
な
る
ほ
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と
い
う
建
じ
で
す
ｏ仲朗
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祝
ｒ
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山
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環
寺
百
同
年
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と
こ
ろ
で
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一
九
０
四
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（明
治
二
十
七
押

午
）
に
党
王
山
に
史
立
さ
れ
た
日
森
寺
は
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∬
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一　
　
　
　
　
　
　
袋
孔
説
　
い
かもし省よ
せ
ん
ね
。
ご
報
告

し
て
お
き
ま
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，★
いよいよ来
月
「弘
法
され
を語
る会
」
的
対Ｗ

ｉた床厳一鞠統枚鞠筋十こ暁挽航“れ静能
中

中

未
安
塔
に
互
る
重
路
の
手
前
に
は
本
安
　
一叩
こ
れ
を
語
る
会
」
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

帥

緋嬢甫顧！つたわたマ滅逆測秒鞠均晩のす陣親一帥轄十判のテーマは、ゴ＝法太師の生涯」中
中貯

隈
重
億
公
で
す
。

幕
末
の
志
士
で
あ
り
、

明
　
帥
　

場
所
は
日
未
寺
的

ビ
ツ牌
雅
輛
婚
【
崎
刊
用
中

治
政
府
の
結
理
六
臣
、

早
稲
田
六
等
の
創
主
　
帥
「ぃ
ぅ
倫
」
で
す
。
「
い

軽
〕
な
却
藤
的
”
Ｆ
岬
淋
で寺
し，こ
が
瑚
を
残
し

　
蜘
頼
痢
韓
ず
彬
轍
惚
晩
ふ」ぃ

。
定
員
一一十
六
で
脇

」典
本
の
あ
る
方
の
ご
榔

日
泰
キ
本
炊
の
泉
に
あ
る
人
吉
院
風
風
　
岬
参
カロ
を
、

点
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

冊

台
は
、

二
百
島
も
あ
る
籍
権
造
の
人
究
優
兵
　
帥

な
六
広
間
で
す
。

次
口
の
グ
関
の
際
に
は
走
　
蝉

井
ご
寃
く
だ
さ
い
。　
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☆

「目
直
し
の
お
札
」？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
船柳町

と
こ
ろ
で
、
か
わ
ら
族
第
十
七
テ
で
七
十
　
帥

七
番
札
所
の
桑
多
山
道
隆
寺
、

別
名

「目
直
　
帥

し
慕
師
」
に
関
立
し
て
、

昔
、
参
主
で
磁
ら
　
い

れ
て
い
た
「目
直
し
の
お
札
」
の
こ
と
を
孫
　
叩

り
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
一

な

っ
て
い
る
か
は
分
か

と
を
お
伝
え
し
ま
し
た

期

れ
て
い
た

「目
直
し
の
力
札
」
の
こ
と
な

り
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
そ
れ
が
今
ガ

な

っ
て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い
と
い
う

と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
日
泰
キ
の
多

に
あ
る
抑
谷
観
書
と
い
う
お
寺
が

「目
の

者
様
」
と
守
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
ｈ

し
た
。

弘
法
太
師
像
と
、

京
都
の
東
寺
で

太
師
の
化
身
と
守
ば
れ
て
い
る
不
動
船

像
も
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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日時

場所

定員

会費

「弘法さんを語る会」～弘法大師の生涯～

役 i大塚耕平 (弘法さんかわら版執筆者)

12月 14日 (火)午 後 1時 ～ 3時

庭園ギャラリー 「いち倫」(日泰寺西側)

20人 (お申し込みは大塚耕平事務所まで 757-1955)

500円


